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製品化・販売化 事例

霞ヶ浦浚渫ヘドロ活用ｾﾗﾐｯｸｽ担体充填
高度処理浄化槽システムの開発

【相手先企業】
チュラルテック株式会社 ユ－シン 株式会社電機

【目 的】
公共用水域の富栄養化を防ぐために，小規模合併処理浄化槽にも窒素・リンの抜本

的対策が必要不可欠です。本研究では，生物ろ過法を用い窒素・リン除去性能を有す
る小規模合併処理浄化槽の開発を目的としました。また，生物ろ過法の処理性能を左
右する最も重要な因子である充填担体として，霞ヶ浦浚渫ヘドロを成型焼結したセラ
ミックス担体を開発し，充填担体とした高度処理浄化槽システムを開発しました。

【内 容】
浚渫ヘドロを原料としたヘドロセラミックスは，成型条件及び焼成条件の検討を行

い，粒状に成型後850℃から1130～1150℃までを約20minで焼成して製造しました。こ
れは表面に0.1～0.2mmの多数の孔がある低比重で良い生物付着性を持っていました。
小型合併処理浄化槽を用いたヘドロセラミックスと既存担体の比較試験の結果，担

体の種類に関わらず，BOD除去率は約95%でした。ヘドロセラミックス充填槽の窒素除
去特性は，硝化率87%，硝化速度11mg･l ･hr ，窒素除去率78%と高い性能を有してい-1 -1

ました。この実験の結果からヘドロセラミックスは，生物ろ過法用充填担体として従
来担体と同等以上の性能を有し，同担体を充填した高度処理浄化槽システムは，生活
排水をBOD10mg･l ，T-N10mg･l 以下に処理できることを確認しました。なお，リン-1 -1

の除去は鉄電解法の併用又は吸着脱リンシステムを付加することで対応可能です。
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【成 果】
この結果を基に，環境関連の新規事業化を支援中で，現在共同研究者の企業が浄化

槽の商品化に必要な（財）日本建築センタ－の型式適合認定及び建築基準法に基づく
構造基準の認定書を取得しました。現在高機能浄化槽の商品化計画を進めています。
また，Ｈ１５年１月に第２回「かすみがうら水環境賞」２００３（㈱常陽新聞社

（財）常陽新聞厚生文化事業団）を受賞しました。

茨城県地域結集型共同研究事業基礎となった事業：
（平成９年度～平成１４年度）

窯業指導所 材料技術部 小島 均担当部署 ：

ヘドロセラミックス担体を用いた

高度処理型浄化槽システム

流量調整容量
BO D容積負荷
循 環 比
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処 理 水 槽

槽容量

（m3）
（m3）
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1.88
0.28
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鉄電解脱リン装置

生物膜ろ過槽生物膜ろ過槽

間欠定量
ポンプ

嫌気ろ床槽嫌気ろ床槽
　第２室　第２室

　　 ヘドロヘドロ　　
セラミックスセラミックス

原水
処理水

ヘドロセラミックスの特徴
固定床に適
した低比重
1.4(g/cm3) 

である。

微生物の付着
に適した径約
０．２mm の孔
を有する。

表 乾 比 重
(g/c m 3 )

見 か け
気 孔 率
(%)

見 か け
比 重
(g/ c m 3 )

か さ比 重
(g/ c m 3 )

1.4 25 .1 1.7 1.3

ヘドロセラミックスの物性●

S iO 2 A l2O 3 Ｆｌuｘ計

60.9% 22.5% 15.5%

ヘドロセラミックスの元素組成●
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